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東金市 子ども・子育て支援に関するニーズ調査へのご協力のお願い 

市民の皆様には､日頃から市政運営に対しましてご理解とご協力をたまわり、誠にありがとうご

ざいます。 

国では、子ども・子育て支援法に基づいた「子ども・子育て支援新制度」が 2015（平成 27）年

に施行され、さらには、子育てや少子化、児童虐待、いじめなど子どもを取り巻く社会問題に対

して本質的な対策を進め解決するために、2022（令和４）年６月に「こども家庭庁設置法」と「こ

ども基本法」が成立し、今年、2023（令和５）年４月には「こども家庭庁」が発足いたしました。 

市においても、「東金市子ども・子育て支援事業計画」を作成し、教育・保育・子育て支援施策

をさらに推進してきたところです。 

この調査は、新たな「東金市子ども・子育て支援事業計画」の作成に向け、市民の皆様の教育・

保育・子育て支援に関する現在の利用状況や、今後の利用希望を把握するために行う大切な調査

です。また、住民基本台帳を基に小学校就学前のお子さんを抽出し、その保護者の方にご協力を

お願いしております。ご回答いただいた内容は､市や国・県の子育て支援施策のためにのみ利用さ

せていただくものであり、回答者個人が特定されることはありません。 

ご多忙のところ恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申

し上げます。 

 

令和５年１１月 

東金市長    鹿
しか

 間
ま

 陸
り く

 郎
ろう

 

【ご記入にあたってのお願い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  東金市マスコットキャラクター「とっちー」です！ 

アンケートにご協力いただき、ありがとうございます。 

いっしょに答えていきましょう！ 

就学前児童保護者 様 

１．封筒の宛名のお子さんについて、お子さんの保護者の方がお答えください。 

２．宛名のお子さんにきょうだいがいらっしゃる場合でも、宛名のお子さんについてお答えください。 

３．特に指定のない場合、令和５年１１月１日現在でお答えください。 

４．次のページに「教育・保育事業等について」の説明がありますので参考にしながらお答えくだ

さい。 

５．ご記入が済みましたら、１２月２６日（火）までに、切手を貼らずに同封の返送用の封筒

に入れて投函してください。市立の幼稚園、保育所、認定こども園に通園されている方は、各

施設でもお預かりします。 

６．ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

お問い合わせ先：東金市 市民福祉部 こども課 こども係 

電話：０４７５－５０―１２２９ 
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◆教育・保育事業等について 
本調査票にお答えいただくにあたり、以下の各サービスの概要を参考にしてください。 

〇幼稚園と、幼稚園の預かり保育 

 

市立幼稚園：東金幼稚園※１・城西幼稚園・丘山幼稚園・

正気幼稚園※２・公平幼稚園・嶺南幼稚園・大和幼稚園 

＜預かり保育実施日＞平日・長期休業日 

幼児を保育し、その心身の発達を助長するこ

とを目的とした教育施設です。 

預かり保育は、家庭において保育を受けること

が一時的に困難となった在園児を、通常保育の

時間外にお預かりする事業です。  
私立幼稚園：ときがね幼稚園※３ 

＜預かり保育実施日＞平日・土曜日・長期休業日 

〇認可保育所 

 市立保育所：第１保育所※１・第２保育所・第３保育所 保護者が昼間家事以外の労働を常に行って

いる等により保育を必要とする乳幼児を預かり、

保育を行う児童福祉施設です。  私立保育所：八坂台はぐくみの森保育園・わくわく保育園東金園 

〇認定こども園 

 市立認定こども園：豊成こども園・福岡こども園 
教育と保育を一体的に提供することができ、

保護者の状況によって、保育所的利用または幼

稚園的利用の両方の利用希望に対応できる施

設です。 
 私立認定こども園：ユニヴァーサル雙葉学園 

〇小規模保育事業 

 小規模保育まりんキッズ・小規模保育まりんキッズ２園・東金

さくら保育園・東金第２さくら保育園・ときがね保育園※３・小規

模保育ぐるんぱ 

市の認可を受け、０歳児から２歳児までを対

象に定員６人以上 19 人以下で、家庭的保育

に近い雰囲気のもと保育を行う事業です。  

〇家庭的保育 
保育者の家庭などで５人以下の子どもを保育

する事業です。 

〇事業所内保育施設 企業が従業員用に運営する施設です。 

〇居宅訪問型保育 
ベビーシッターのような民間で、保育者が子ども

の家庭で保育する事業です。 

〇その他の認可外の保育施設 

 保育所まりんキッズ・保育 room ワンピース・白ゆり保育園・ 

まちの保育園いくりん・まちの保育園杢ば・ひまわり保育園等 

認可保育所以外で、県へ届出をしている保育

施設です。  

〇ファミリー・サポート・センター 

地域において育児の援助を受けたい人と行い

たい人が会員となり、保育施設終了後の預かり

（送迎を含む。）など、子育ての手助けをするし

くみです。 

〇学童クラブ 

小学校の放課後などにおいて家庭保育が難し

い児童に対し、家庭の代わりとなり、児童の健全

な育成を図るために、子どもたちが一緒に生活す

る施設です。 

〇一時預かり事業 

 一般型：ユニヴァーサル雙葉学園・わくわく保育園東金園・ 

八坂台はぐくみの森保育園 

余裕活用型：ときがね保育園・小規模保育まりんキッズ・ 
小規模保育まりんキッズ第２園・東金さくら保育園・ 

東金第 2 さくら保育園 

家族の入院や通院、冠婚葬祭などで一時的

に子どもの面倒を見られないときに、「日」単位で

お子さんをお預かりする事業です。  

※１ 東金幼稚園・第１保育所は令和６年４月１日に私立認定こども園「東金国際こども園」へ移行します。 

※２ 正気幼稚園は令和６年４月１日に市立認定こども園「正気こども園」へ移行します。 

※３ ときがね幼稚園・ときがね保育園は令和６年４月１日に私立認定こども園「幼保連携型認定こど

も園ときがね幼稚園」へ移行します。
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封筒の宛名のお子さんとご家族の状況についてうかがいます。 
 

問１ この調査票にご回答いただく方（以降、「あなた」とします）は、宛名のお子さんからみて

どなたですか。（１つに○） 

 

１．母親      ２．父親      ３．その他（       ） 

 

問２ あなたは、現在、配偶者（妻・夫）がいますか。（１つに〇） 

 

１．配偶者がいる  ２．配偶者はいない 

 

問３ 宛名のお子さんの生まれた年と月をご記入ください。（数字を記入） 

平成・令和    年    月生まれ    

 

問４ あなたの世帯の、 宛名のお子さんを含めた お子さんの数（きょうだいの数）は何人で

すか。（数字を記入） 

世帯のお子さんの数    人 

 

問５ あなたのお住まいの地区を〇で囲んでください。（１つに〇） 

地 区 
（参考）この地区に 

含まれる大字 
地 区 

（参考）この地区に 

含まれる大字 

１．東金 
東金 東上宿 南上宿  

東岩崎 東新宿 
２．日吉台 日吉台 八坂台 

３．田間 
田間（１丁目・２丁目・３丁

目含む） 
４．嶺南 北之幸谷 堀上 川場 押堀 

５．城西 台方 大豆谷 ６．公平 求名 家之子 道庭 松之郷 

７．丘山 
油井 小野 山田 丘山台 

滝 丹尾 季美の森東 
８．大和 山口 田中 福俵 西福俵 

９．正気 

広瀬 藤下飛地 不動堂飛地 

関下 粟生飛地 大沼 宿 

西野飛地 荒生 薄島 家徳 

幸田 北幸谷 細屋敷 

10．豊成 

上武射田 下武射田 士農田

菱沼 前之内 二又 東中 

関内 堀之内 宮 三浦名  

御門 高倉 小関飛地 中野 

殿廻 

11．福岡 
小沼田 大沼田 一之袋 

二之袋 砂古瀬 依古島  

下谷 東中島 上谷 西中 
12．源 

上布田 極楽寺 滝沢 酒蔵 

三ヶ尻 
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問６ 宛名のお子さんの、子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）で

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．父母ともに         ２．母親    

３．父親            ４．祖父母 

５．幼稚園           ６．保育所   

７．認定こども園        ８．その他（             ） 

 
 

問７ 日頃、宛名のお子さんをみてもらえる祖父母などの親族や友人・知人はいますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 

１．日常的に親族にみてもらえる 

２．緊急時や用事の際は親族にみてもらえる 

３．日常的に友人・知人にみてもらえる 

４．緊急時や用事の際に友人・知人にみてもらえる 

５．いずれもいない 

 

問８ 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人（場所）は誰

（どこ）ですか。（あてはまるものすべてに○） 

  

１．祖父母などの親族              

２．友人や知人 

３．近所の人                 

４．児童館 

５．子育てサークルやＮＰＯ          

６．ふれあいセンター（保健福祉センター） 

７．幼稚園・保育所・認定こども園の職員   

８．民生委員・児童委員 

９．市役所の相談窓口（家庭児童相談室など）   

10．インターネット・ＳＮＳ 

11．その他（                             ） 

12．相談できる人（場所）がいない（ない） 

13．特に相談する必要がない 
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問９ 昨年（令和４年１月～12 月）１年間のあなたの世帯（生計を共にする家族の収入も含

みます）のおよその手取りの総収入（養育費や手当等すべての収入を含みます）を教え

てください。（１つに○） 
 

１．0～199万円   ２．200～299万円 ３．300～399万円 

４．400～599万円 ５．600～799万円 ６．800万円以上 

 

問 10 現在の暮らしの状況について、経済的な面でどのように感じていますか。（１つに○） 
 

１．大変ゆとりがある ２．ややゆとりがある ３．普通  
 

４．やや苦しい    ５．大変苦しい 

 

 

宛名のお子さんの保護者の就労状況についてうかがいます。 
 

 

 

問 11 宛名のお子さんの母親の、現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）はどれです

か。（１つに〇） 

 

１．現在フルタイム（概ね週５日・１日８時間以上の就労、以下同様）で 

就労している 

２．現在フルタイムの就労先に在籍しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．現在パート・アルバイトなど（フルタイム以外の就労、以下同様）で 

就労している 

４．現在パート・アルバイトなどの就労先に在籍しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない   問 13（次ページ）へ 

６．これまで就労したことがない           お進みください。 

 

 

問 12 問 11で「１～４」（就労・在籍している）に○をつけた方にうかがいます。  

①週あたりの就労日数、②１日あたりの就労時間（残業時間を含む）、③仕事がある日

の家を出る時刻、④仕事がある日の帰宅時刻をそれぞれお答えください。 

就労日数や就労時間が一定でない場合はもっとも多いパターンについてお答えくださ

い。（時刻は 24時間制で記入） 
 

①週あたりの就労日数    日  ②１日あたりの就労時間    時間 
 
③家を出る時刻    時   ④帰宅時刻    時  

 ※ひとり親の世帯の方など母親・父親がいない場合は該当する問だけお答えください。 
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問 13 宛名のお子さんの父親の、現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）はどれです

か。（１つに〇） 

 

１．現在フルタイムで就労している  

２．現在フルタイムの就労先に在籍しているが、産休・育休・介護休業中である 

３．現在パート・アルバイトなどで就労している 

４．現在パート・アルバイトなどの就労先に在籍しているが、 

産休・育休・介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない   問 16（次ページ）へ 

６．これまで就労したことがない           お進みください。 

 
 

問 14 問 13 で「１～４」（就労・在籍している）に○をつけた方にうかがいます。  

①週あたりの就労日数、②１日あたりの就労時間（残業時間を含む）、③仕事がある日

の家を出る時刻、④仕事がある日の帰宅時刻をそれぞれお答えください。 

就労日数や就労時間が一定でない場合はもっとも多いパターンについてお答えくださ

い。（時刻は 24時間制で記入） 
 

①週あたりの就労日数    日  ②１日あたりの就労時間    時間 
 
③家を出る時刻    時   ④帰宅時刻    時 

 

問15 問11 の「３」「４」、問13 「３」「４」（パート・アルバイトなどで就労）に○をつけた方に

うかがいます。該当しない方は問１８（次ページ）へお進みください。 

フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○） 

（１）母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイトなどの就労を続けることを希望する 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 

 

（２）父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイトなどの就労を続けることを希望する 

４．パート・アルバイトなどをやめて子育てや家事に専念したい 
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問 16 問 11 の「５」「６」、問 13 「５」「６」（現在、就労していない）に○をつけた方にうかが

います。今後の就労についてどのようにお考えですか。（１つに〇） 

（１）母親 

  １．１年以内にフルタイムで就労したい 

  ２．１年以内にパート・アルバイトなどで就労したい 

  ３．１年以内ではないが、いずれ就労したい 

  ４．子育てや家事に専念したいので、就労は予定しない 

 

（２）父親 

  １．１年以内にフルタイムで就労したい 

  ２．１年以内にパート・アルバイトなどで就労したい 

  ３．１年以内ではないが、いずれ就労したい 

  ４．子育てや家事に専念したいので、就労は予定しない 

 

 

問 17 問 16 で「２」（パート・アルバイトなどで就労したい）に○をつけた方にうかがいます。 

希望する①週あたりの就労日数、②１日あたりの就労時間についてどのようにお考

えですか。（数字で記入） 

（１）母親     （２）父親 
 

①週あたりの就労日数    日  ①週あたりの就労日数    日 

②１日あたりの就労時間    時間 ②１日あたりの就労時間    時間 

 

 

宛名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用についてうかがいます。 
 

★ 現在の利用状況（～問 2２）＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

問 18 宛名のお子さんは、どのような教育・保育事業を定期的に利用していますか。 

     各サービスの詳しい説明は２ページにあります。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．幼稚園              ２．幼稚園の預かり保育 

３．認可保育所            ４．認定こども園 

５．小規模保育事業          ６．家庭的保育 

７．事業所内保育施設         ８．居宅訪問型保育 

９．その他の認可外の保育施設     10．ファミリー・サポート・センター 

11．その他（        ）    12．利用していない 

 

※ 問 18 で「12」（利用していない）に○をつけた方は、 

問 22（次ページ）へお進みください。 
（次ページへ） 
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問 19 問 18 で「１」～「11」（利用している）に○をつけた方にうかがいます。 

現在、幼稚園・保育所・認定こども園などの「定期的な教育・保育事業」をどの程度利

用されていますか。（１つに〇） 
 

１．週５日以上利用している    ２．週３、４日利用している 

３．週３日未満利用している 
 

問 20 問 18 で「１」～「11」（利用している）に○をつけた方にうかがいます。 

平日に定期的に利用している教育・保育の事業について、希望としてはどのくらい利

用したいですか。（１つに〇） 
 

１．週５日以上は利用したい     ２．週３、４日は利用したい 

３．週３日未満の利用でよい      
 

問 21 問 18 で「１」～「11」（利用している）に○をつけた方にうかがいます。 

平日に定期的に教育・保育の事業を利用している理由はなんですか。 

（あてはまるものすべてに〇） 

 

１．子どもの教育や発達のため 

２．小学校就学の準備のため 

３．子育てをしている方が現在就労している 

４．子育てをしている方が就労予定である／求職中である 

５．子育てをしている方が家族・親族などを介護している 

６．子育てをしている方に病気や障がいがある 

７．その他（                     ） 

 

問 22 問 18 で「12」（利用していない）に○をつけた方にうかがいます。 

利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 
 

１．子どもがもう少し大きくなったら利用しようと考えている 

２．利用する必要がない 

３．子どもの祖父母や親戚の人がみている 

４．近所の人や父母の友人・知人がみている 

５．利用したいサービスが地域にない 

６．サービスの利用方法（手続きや要件など）がわからない 

７．利用したいが、教育・保育の事業に空きがない 

８．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

９．利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない 

10．特に理由はない 

11．その他（                     ） 

  



10 

★ 今後の利用希望（～問 30）＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

問 23 あなたは、現在の利用の有無にかかわらず、宛名のお子さんの平日の教育・保育事

業として、定期的に利用したいと思う事業はどれですか。なお、利用には一定の利用

者負担が伴います。各サービスの詳しい説明は２ページの「教育・保育事業等につい

て」を参照してください。 

（あてはまるものすべてに○） 
 

１．幼稚園            ２．幼稚園の預かり保育 

３．認可保育所          ４．認定こども園 

５．小規模保育事業        ６．家庭的保育 

７．事業所内保育施設       ８．居宅訪問型保育 

９．その他の認可外の保育施設   10．ファミリー・サポート・センター 

11．その他（        ）  12．利用希望はない 
 

※ 問 23 で「12」（利用希望はない）に○をつけた方は、 

問 29（次ページ）へお進みください。 
 

問 24 問 23 で「１」～「11」（利用希望がある）に○をつけた方にうかがいます。 

あなたが、宛名のお子さんを問 23の事業に預けたい時間帯は、何時何分から何時

何分ごろですか。（数字を記入） 

   時   分から   時   分まで 
 

問 25 問 23 で「１」～「11」（利用希望がある）に○をつけた方にうかがいます。 

今後、教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（あてはまるものすべてに○） 
 

 

 

 

 

 

問 26 問 23 で「１」～「11」（利用希望がある）に○をつけた方にうかがいます。 

希望する教育・保育事業を、お子さんが何歳になったら利用したいと思いますか。 

（１つに○） 
 

１．産休あけから ２．生後６か月 ３．１歳 ４．２歳 ５．３歳以上 

 

問 27 問 23 で「１」～「11」（利用希望がある）に○をつけた方にうかがいます。 

今後、教育・保育事業を利用する際、負担額が同一の場合は、施設の経営主体につ

いてどのように考えますか。（１つに〇） 
 

１．公立の施設を利用したい 

２．私立の施設を利用したい 

３．どちらでも構わない  

１．市内の、問５（あなたのお住まいの地区）で回答した地区内で利用したい 

２．市内の、通勤経路の近くで利用したい 

３．利用できれば、どこでもよい 

４．市外で利用したいところがある 

 

 

 

（次ページへ） 
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問 28 問 23 で「１」または「２」（幼稚園の利用希望）に○をつけた方にうかがいます。 

他のサービスよりも幼稚園（通常利用・預かり保育）での利用を強く希望しますか。 

（１つに〇） 

１．はい             ２．いいえ 

 

 

宛名のお子さんの、さまざまな事業の利用のようすについてうかがいます。 
 

問 29 この１年間に、宛名のお子さんの病気やケガにより、通常の教育・保育が利用できな

かった時にどのような対応方法をとりましたか。（あてはまるものすべてに〇） 
 

１．父親が休んだ 

２．母親が休んだ 

３．親族・知人に子どもを看てもらった 

４．父親または母親のうち就労していない方が子どもを看た 

５．病児・病後児保育（お子さんが病気などの場合に預かる事業）を利用した 

６．ベビーシッターを利用した 

７．仕方なく子どもだけで留守番をさせた 

８．その他（                           ） 

９．そのようなことは特になかった 
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問 30 宛名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）

の育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預

ける必要があると思いますか。当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な日数

をご記入ください。なお事業の利用に当たっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 泊 

 ア 冠婚葬祭 泊 

イ 保護者や家族の育児疲れ・不安 泊 

ウ 保護者や家族の病気 泊 

エ その他（               ） 泊 

２．利用する必要はない 

 

問31 この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お子さんを

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか。あった場合は、

当てはまる番号・記号すべてに〇をつけ、この１年間のおおよその日数をご記入くだ

さい。 

１．あった ア 親族・知人にみてもらった 泊 

イ ショートステイ事業※ 泊 

ウ イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）

を利用した 
泊 

エ 仕方なく子どもを同行させた 泊 

オ 仕方なく子どもだけで留守番をさせた 泊 

カ その他（                  ） 泊 

２．なかった 

※児童養護施設、障がい児支援施設等で一定期間、こどもを養育・保護する事業 
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問 32 以下の事業は、宛名のお子さんが病気などの場合、また、あなたや保護者の用事の

際に、一定の利用者負担により、宛名のお子さんを預けることができるものです。こ

れらについて、あなたが①知っていた事業はどれですか。また、あなたや宛名のお子

さんが②今後使いたい事業、③制度があれば使いたい事業はどれですか。（それぞ

れ、あてはまるものすべてに○） 

①知っていた事業 

１．お子さんが病気などの場合に預かる「病児・病後児保育」 

２．保育所などで一時的に預かる「一時預かり事業」 

３．幼稚園で不定期に利用できる「預かり保育」 

４．ファミリー・サポート・センター 

②今後使いたい事業 

１．お子さんが病気などの場合に預かる「病児・病後児保育」 

２．保育所などで一時的に預かる「一時預かり事業」 

３．幼稚園で不定期に利用できる「預かり保育」 

４．ファミリー・サポート・センター 

③制度があれば使い

たい事業 

１．短期入所生活援助事業（ショートステイ） 

（冠婚葬祭、保護者・家族の育児疲れや病気により泊り

がけで児童養護施設等に滞在する事業） 

２．子育て世帯訪問支援事業 

（家事・育児の不安や負担が強い家庭を訪問し、家事・

育児支援を行う事業） 

３．児童育成支援拠点事業 

（家庭や学校に居場所のない児童等に対して、居場所と

なる場を提供する事業） 

 

問 33 問 32 「②今後使いたい事業」で「１」（病児・病後児保育）を選ばなかった方にうか

がいます。あなたが、病児・病後児保育を「今後使いたい」と思わない理由はなんで

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

１．病気の時は自分で看病したいから 

２．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安だから 

３．事業の質に不安があるから 

４．事業の利便性（立地や利用可能時間・日数など）がよくないから 

５．利用料がかかる・高いから 

６．事業の利用方法（手続きなど）がわからないから 

７．サービスをよく知らないから 

８．その他（                           ） 
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問 34 以下の事業であなたが①知っていた事業、②今後使いたい事業をお答えください。 

（それぞれ、あてはまるものすべてに〇） 

事 業 名 
①知って

いた事業 

②今後使い

たい事業 
事 業 説 明 

マタニティサロン １ １ 妊婦とその配偶者などを対象に、妊娠・出産・育児の講話や実習 

産後ケア事業 ２ ２ 訪問や医療機関に滞在して心身のケアや育児のサポート（産後 1 年まで） 

すくすく育児相談 ３ ３ 就学前のお子さんの身長・体重測定や栄養・歯科・育児相談 

幼稚園のふれあい広場 ４ ４ 市立幼稚園で、園を開放して保護者同士の交流やイベントなど 

保育所等の園庭開放 ５ ５ 市立保育所・認定こども園で、園を開放して子育て相談や保護者同士の交流など 

児童館 ６ ６ 子どもとその保護者を対象に、ふれあいの場や情報交換など 

子育て支援センター ７ ７ ﾕﾆｳﾞｧｰｻﾙ雙葉学園で、遊びにより交流する場の提供や子育て相談など  

家庭児童相談室 ８ ８ 家庭相談員による、子どもと家庭の問題相談 

子育て情報誌「ひろば」 ９ ９ 子育てに関する様々な情報をまとめた子育てガイドブック 

東金子育てアプリ「ひろば」 1０ 1０ 子育てに関する情報や予防接種のスケジュール管理などができるアプリ 

問 35 問 34 の②で「６」（児童館）または「７」（子育て支援センター）を選んだ（今後使いた

い）方にうかがいます。どのように利用したいと思いますか。なお、利用には一定の利

用者負担が伴う場合（ベビーマッサージなど）があります。（１つに〇） 
 

１．すでに利用しているが、利用日数は現状通りでよい（または減らしたい） 

２．すでに利用しており、今後は利用日数を増やしたい 

３．現在利用していないが、今後利用したい 

 
 

問 36 市立保育施設のうち、給食室が整備されていない施設については外部搬入（専門の

民間事業者）を検討していますが、関心のあることは何ですか。（あてはまるものすべ

てに〇） 
 

１．安全な食材の使用 

２．栄養バランス 

３．多様なメニューの提供 

４．安全管理や衛生面での安心 

５．子どもが喜び食べてくれること 

６．アレルギー対応 

７．その他（                           ） 

８．特にない 
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宛名のお子さんの土曜・休日・長期休業中や夜間の「定期的な教育・保育事業

日」の利用希望についてうかがいます。 
 

問 37 宛名のお子さんについて、（１）土曜日、（２）日曜日・祝日、（３）長期休業日、（４）夜

間に、定期的な教育・保育事業（幼稚園・保育所・認定こども園など）の①利用希望

はありますか。また、②「利用したい」場合はどの時間帯に利用したいですか。 

なお、一時利用は除きます。利用には一定の利用者負担が伴います。（２）日曜日・

祝日、（４）夜間について、東金市で実施している施設はありません。 

 

  

「（１）土曜日」、「（２）日曜日・祝日」、「（３）長期休業」、「（４）夜間」のそれぞれにお答えください。 

利用する日 利用の希望と時間帯 この中からお選びください 

(１)土曜日 

①利用の希望 

（１つに〇） 

１．利用する必要はない 

２．月に１～２回利用したい 

３．ほぼ毎週利用したい 

②「利用したい」方の希望の時間帯 

（あてはまるものすべてに○） 

１．朝方（おおよそ 7時～8時） 

２．午前（おおよそ 8時～12時） 

３．午後（おおよそ 13時～16時） 

４．日中（おおよそ 8時～16時） 

５．夕方（おおよそ 16時～19時） 

(２)日曜日・ 

祝日 

①利用の希望 

（１つに〇） 

１．利用する必要はない 

２．月に１～２回利用したい 

３．ほぼ毎週利用したい 

②「利用したい」方の希望の時間帯 

（あてはまるものすべてに○） 

１．朝方（おおよそ 7時～8時） 

２．午前（おおよそ 8時～12時） 

３．午後（おおよそ 13時～16時） 

４．日中（おおよそ 8時～16時） 

５．夕方（おおよそ 16時～19時） 

(３)長期休業

日 （夏休みや 

冬休みなど） 

①利用の希望 

（１つに〇） 

１．利用する必要はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

３．休みの期間中、週に数日利用したい 

②「利用したい」方の希望の時間帯 

（あてはまるものすべてに○） 

１．朝方（おおよそ 7時～8時） 

２．午前（おおよそ 8時～12時） 

３．午後（おおよそ 13時～16時） 

４．日中（おおよそ 8時～16時） 

５．夕方（おおよそ 16時～19時） 
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来年度、小学校に就学予定（2017年４月２日～2018年４月１日生まれ）の 

お子さんについて、小学校就学後の放課後の過ごし方についてうかがいます。 
 

問 38 宛名のお子さんについて、今後、①小学校の低学年（１～３年生）になったとき、また、

②小学校の高学年（４～６年生）になったとき、放課後（平日の小学校終了後）をどの

ような場所で過ごさせたいと思いますか。（それぞれ、あてはまるものすべてに○） 

①  小学校の低学年

（１～３年生）になっ

たとき 

１．自宅 
２．祖父母宅や友人・知人宅 
３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 
４．児童館 
５．学童クラブ 
６．ファミリー・サポート・センター 

７．その他（           ） 

②  小学校の高学年

（４～６年生）になっ

たとき 

１．自宅 
２．祖父母宅や友人・知人宅 
３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 
４．児童館 
５．学童クラブ 
６．ファミリー・サポート・センター 

７．その他（           ） 

 

 

仕事と子育ての両立支援などについてうかがいます。 
 

問 39 宛名のお子さんが生まれた時、育児休業を取得しましたか。（１つに〇） 

 

１．父母とも取得した       問 41（次ページ）へお進みください。 

２．父親だけが取得した 

３．母親だけが取得した      問 40（次ページ）へお進みください。 

４．どちらも取得していない 

(４)夜間 

①利用の希望 

（１つに〇） 

１．利用する必要はない 

２．定期的に利用したい 

３．不定期で利用したい 

②「利用したい」方の希望の時間帯 

（あてはまるものすべてに○） 

１．19時～20時 

２．19時～21時 

３．19時～22時 

４．19時～22時以降（  時まで） 
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問40 問39 で「２」～「４」に○をつけた方にうかがいます。取得しなかった理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに〇） 
 

１．配偶者（妻・夫）が育児休業制度を利用した 

２．配偶者（妻・夫）が子育てをしている、祖父母などにみてもらえた 

３．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

４．仕事が忙しかった            

５．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

６．育児休業を取得後に仕事に戻るのが難しそうだった      

７．昇給・昇格などが遅れそうだった 

８．収入減となり、経済的に苦しくなることを想定した 

９．保育所などに預けることができた 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった） 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15．仕事が自営業だった 

16．就労はしていたが、必要を感じなかった 

17．働いていなかった 

18．その他（                             ） 

 

問 41 問 39 で「１」～「３」に○をつけた方にうかがいます。 

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（それぞれ１つに〇） 

職場復帰の状況 （１）母親 （２）父親 

１．育児休業取得後、職場に復帰した   

２．現在も育児休業中である（復職予定）   

３．育児休業中に退職した   

                    問 4５（次ページ）へお進みください。 

 

問 42 問 41 で母親・父親のいずれか、もしくは両方で「１」「２」に〇をつけた方にうかがいま

す。 

育児休業から職場に復帰したタイミングはいつですか。現在も取得中の方は、今後

の予定や希望についてお答えください。（それぞれ１つに〇） 

※年度初めの認可保育所等への入園を希望して、１月～２月ごろ復帰して一時的に認可外の保

育施設を利用した場合なども「１．」にあてはまります。また、年度初めの入園を希望して

復帰したが、実際には希望する認可保育所等に入園できなかったという場合も「１．」を選

択してください。 

職場復帰の時期 （１）母親 （２）父親 

１．年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

（年度初めの入所希望） 

 
 

２．それ以外だった（年度初め以外の時期を希望） 
 

 

（次ページへ） 
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問 43 育児休業から、「実際」にお子さんが何歳の時に職場復帰しましたか。また、お子さん

が３歳になるまで育児休業を取得できる状況と仮定した場合、何歳何か月まで取り

たかったですか。現在取得中の方は、「希望」についてお答えください。（数字を記入） 

（１）母親 （２）父親 

 

実際     歳       か月 

 

実際     歳       か月 

 

希望     歳             か月 

 

希望     歳             か月 

 

問 44 問 41 で母親・父親のいずれか、もしくは両方で「２．現在も育児休業中である」に〇

をつけた方で、お子さんが１歳未満の方にうかがいます。 

お子さんが１歳になった時に必ずお子さんを預けられる施設等があれば、１歳になる

まで育児休業を取得しますか。（それぞれ１つに〇） 

（１）母親 （２）父親 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

１．１歳になるまで育児休業を取得したい 

２．１歳になる前に復帰したい 

 

問 45 全ての方にうかがいます。もし、お子さんが、小学校に上がるまでは必ず「平日、希望

する時間を預かってもらえる事業がある」または「休暇が取得できる事業や制度が整

っている」場合、お子さんが何歳になったら職場に復帰したいと思いますか。（それぞ

れ１つに〇） 

①母親 

１．０歳 
２．１～２歳 
３．３～５歳 

４．小学校に入った後 
５．年齢だけでは特に考えていない 

６．働き続けたいので、休暇は取得しない 
７．そのような事業や制度の必要がない 

②父親 

１．０歳 
２．１～２歳 
３．３～５歳 
４．小学校に入った後 
５．年齢だけでは特に考えていない 
６．働き続けたいので、休暇は取得しない 
７．そのような事業や制度の必要がない 
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市の子育て施策の充実に向けてうかがいます。 
 

問 46 市の子育ての環境や支援への満足度はいかがですか。（１つに○） 
 

１．大変満足している          ２．まあ満足している 

３．どちらともいえない         ４．やや不満である 

５．不満である 

 

 

問 47 子育てしている時に困ったこと、利用したかった支援サービスなどがありましたら、自

由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

問 48 教育・保育環境の充実など子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

☆ご記入が済みましたら、１２月２６日（火）までに切手を貼らずに

同封の返送用の封筒に入れて投函してください。同封の返送用の封筒

なら返信の料金はかかりません。 

☆市立幼稚園・保育所・認定こども園に通園されている方は、園でもお

預かりします。 


